
 
  
６月２２日（水）～２４日（金）にかけて，小学部６年生 

の修学旅行でチェンマイへ引率してまいりました。私自身， 
初めての経験でしたので，計画立案時，現地の様子など分か 
らないところが多く，日程やしおりの作成，現地校との交流 
会の交渉など，多くの不安をかかえながらのスタートでした。 
しかし，心待ちにする子どもたちの姿勢や，準備を頑張る子 
どもたちの姿勢が，不安を期待へと変えてくれました。 
 さて，１８名の児童は，全ての保護者のお見送りを受けて，一路チェンマイへ向けて出発しまし

た。機内では旅への期待に胸を膨らませ，賑わっていました。 
１日目は，エレファントキャンプから。象のショーを見た後，象と戯れる姿は子どもらしい明る

さを感じました。象に触れ，その鼻息の大きさや毛深さ，あたたかさを感じ，日本の動物園では味

わうことのできない経験ができました。 
２日目は，修学旅行のメインイベントでもある交流学習会。 

現地校と担任との直接打ち合わせは１回のみ。果たしてうまく 
いくのか…。現地校の厚い歓迎を受け，準備万端の様子でした。セレモニーも盛大で，我々シラチ

ャ校を大歓迎してくださる姿が見られました。交流活動に入る 
と，始めは戸惑い気味だった両校の子どもたちも，徐々に慣れ 
てきて，笑顔でコミュニケーションを取り合っていました。最 
後のバスでの見送りの際には，手をつないで歩く姿も見られ， 
ほほえましく思いました。担任の不安をよそに，笑顔で活動を 
展開した子どもたちの，その適応力の速さに驚かされました。 
その日の夜は，修学旅行の楽しみでもあるお買い物へ。お互いにどこに何が売っているかの情報交

換を行ないながら，また，協力し合い，値段交渉もしながら買い物を進めていく子どもたちにたく

ましさを感じました。 
 ３日目は，ドイステープ寺へ。３００段を越す階段を物ともせず上る子，後から，ゆっくり上る

子といろいろいました。頂上の光り輝く，金の仏塔を見て感動した子どもが多かったようです。記

念撮影時も互いに寄り添い，笑顔で写真を撮り合っていました。 
 こうして，３日間の旅行を終えましたが，本学級では，この修学旅行を「最高の思い出にしよう」

をスローガンに取り組んできました。ささいなトラブルはあったにせよ，その都度，子どもたちが，

スローガンを思い出し，お互いに声をかけ合い，みんなが気持ちのいい，最高の修学旅行になるよ

うに頑張りました。その結果，また一歩成長したように感じられました。 
深川 敦史） 

 

 

 

 

 

 

 

2011,7,29 

【ワットドイステープ展望台にて】 

【エレファントキャンプにて】 

【交流学習会にて】 

今後，学校行事や諸学習活動で，多くの思い出をつく

ってくれるものと期待しています。お互いに思いやりを

もち，協力しあい，明るく笑顔あふれる学級づくりをし

ていきたいと思います。最後に，本行事を実施するに当

たり，保護者の皆様をはじめ，多くの皆様にご支援いた

だきました。本当にお世話になりました。ありがとうご

ざいました。（小学部６年１組 担任 深川 敦史） 
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